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概要　ラ ッ トを連続照明下 （continuous 　light：LL ＞で 倉司育 す る と周期的明暗下 （14hr　light− ．1ehr　dark ：

LD ）に 比 べ ，思春期 が 早期 に 発来す る．こ の 機 序を解明す る た め に，ラ ッ ト脳内 の norepinephrine （NE ），
dopamine （DA ），　 serotonin （5−HT ）の 各濃度を高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー （HPLC ）を 用 い て測定

し ， LL と LD と を 比 較検討 し た．　 LD 下 で 生 ま れ た 雌 ラ ッ トを 生後半 日以 内 に LD 又 は LL で飼育 し，

生後 10，
20

， 30，
40 日 に断頭 して視床 下 部 と脳幹を摘出 した．こ れ に 小脳 を 除 い た 残 りの 脳 （残脳 ：RB ）

を加え た 3部位に分け て ， た だ ち に抽出操作を行い
，
HPLC に て NE ，

　DA ， 5・HT の 各濃度を測定 した．

用 い た ラ ッ ト数 は LD
，
　 LL の 各 日齢 とも 5〜 7 匹 で あ っ た ．実験成績 は次の通 りで あ っ た．

　1）NE ；視床下 部 の NE 濃度 は両群 とも同 じように 上昇 した．　 LD と LL の各日齢間に有意差は な く，

40日齢で は 両群 と も 10目齢の約 3倍 に 増加し た．2）DA ：LD で は視床下部 の DA 濃度 は30日齢 まで 変化

は み ら れ な か っ た が ， 40日齢で 急激に 上昇し た （30日齢の 2．5倍）．
一

方 LL で は 30n 齢で有意 に 上昇 （20

日齢 の 1．8倍） したが ， 30日齢 と40日齢 との 間 に有意差 は な か っ た．3）5−HT ：LD で は脳幹 と視床下部

の 5−HT 濃度 は と もに 20日齢 で 有意 に 上昇 した．一
方 LL

，
10日齢 の 5−HT 濃度は ， 脳幹 ， 視床下部 と も

LD に 比 べ て有意に 上昇 して い た．4）RB で は各濃度 とも，　 LD ，　 LL 間 に 著 しい 違 い は認 め られな か っ

た．

　生後か ら思春期 に か け て の 連続照明 が 脳内，特 に 視床下部 の DA と5−HT 濃度 に 影響を与 え る こ と を

明 らか に した．LL は 視床下部の 5−｝iT 濃度を 1，D よ りも早 く増加 させ ， 次い で 視床下部 DA 濃度を LD

よ りも早期 に 上昇 させ た．こ れ らの 事実 か ら，
LL で は 思春期 が早期 に発来す る もの と推察さ れ た ．

Synopsis　Norepinephrine（NE ），　dopamine （DA ）and 　serotonin （5−HT ）concentrations 　in　the　hypoth−

alamus 　were 　measured 　by　HPLC 　on 　days 工0
，
20

，
30　and 　400f 　age 　in　Sprague−Dawley 　albirio　female

rats 　after 　continuously 　exposed 　to 】ight（LL ）．　When 　rats 　were 　housed　under 　a 　Iighting　schedule

（14hr　l｛ght　and 　IOhr　dark ： LD ），　the　NE 　 concentration 　 increased　linearly．　The 　DA 　concentration

remained 　lower　on 　days　10，20　and 　3  of　age ，　but　a　sudden 　increase　in　the　DA 　corlcentratiQn 　appeared

on 　day　400f 　age ．　An 　increase　in　the　5−HT 　concentration 　occurred 　at 　day 　200f 　age ，　and 　remained

at　the　same 　ieve王thereafter．　LL 　exerts 　profound　effects 　on 　DA 　 and 　5−HT 　concentrations 　in　the
hypothalamus ；an 　increase　in　the　5−HT 　concentration 　appeared 　at　day　100f 　age ，　and 　the　peak

concentration 　of 　DA 　was 　reached 　 at 　day　300f　age 、　The 　inference　is　then　that　LL 　exerts 　effects 　on

the　metabolism 　of　5−HT 　and 　DA 　and 　promotes 　the　increase　in　5−HT 　and 　DA 　concentrations 　in　the
hypothalamus

，
　and 　that　the　advanced 　appearance 　of 　5−HT 　and 　DA 　in　the　hypothalamus　seems 　to

correspond 　with 　the　advancelnent 　of 　puberty 　onset ．　Indeed，　LL 　exerted 　its　effects 　on 　puberty 　onset

and 　 advanced 　 it．
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　　　　　　　　　緒　 　言

　生後雌 ラ ッ トを連続 照 明 （continuous 　 light二

LL）下 で 飼育 す る と 周期 的 明暗 下 （light−dark

cycle ：LD ）に 比 べ 5 日，思春期 の 発来が促進され

る
1）．LL 下で の 思春期発来の 促進 は どの よ うに し

て 起 こ る の で あ ろ うか ．LD 下 で の雌 ラ ッ トの 思

春 期 発 来 に 関 し て nQrepinephrine （NE ），

dopamine （DA ），
　 serotonin （5−HT ）な どの 視床

下部 モ ノア ミ ン （monoamines ）が重要な役割 を果

た して い る こ と が 報告 さ れ て い る
2）
“”4）。また ， ラ ッ

トで は prolactin（PRL ）が思春期発来の時期決定

因子 と して 重 要な役割 を演 じて い る と い わ れて い

る
3）4）．下垂 体か らの PRL の 分 泌 に は serotonin

が 関与 し て い る
5）−7＞こ とが よ く知 られ て い るが，

照明条件が脳 内 serotonin 濃度 に影響 を与 える こ

と も報告 され て い る
s）9）．以上の こ とか ら ，

LD と

LL で 思春期発来の 時期 に差が ある の は ，脳 内 の

NE ，
　DA

， 5−HT の各濃度 に LD と LL で差 が生 じ

るの で は な い か と考 えられ ， 生後 日齢 と とも に脳

内モ ノア ミ ン濃度が LD と LL で ど の よ う に 変化

す る か に つ い て検討した の で 報告する．

　　　　　　　　　実験方法

　 1。実験動物

　Sprague−Dawley 系雌 ラ ッ トを用 い
， 生 後半 日

以内に 14hr 】ight− 10hr　dark （LD ：午前 5時〜午

後 7 時明 ， 生 下時と同 じ照明条件） と24時間連続

照明 （LL ）の
，

ど ち らか の 照明条件下で 飼育 した，

固形飼料 と水 は 自由に摂取 さ せ た ．

　 2．実験方法

　 LD
，
　 LL と も生 後 10

，
20， 30， 40日 に 断頭 して

視床下部 （hypothalamus） と脳幹 （brain　stem ）

を摘 出 した．組織の 摘 出は 拡大解剖 鏡 を用 い て

行 っ た．視床下部 は視束交叉 を前方の 境界と し ，

乳頭体 を後方の 境界 とした．側方は 視床下部外側

を境界 とした．上方 は前交連か ら視床下部溝に か

け て 摘出 し た ．脳幹 は脳橋 ， 延髄 ， 中脳 を含 む も

の と した．さ ら に 小脳 を除去 した残 りの脳 （残脳 ：

rest 　of 　the　brain） を加 えた 3部位 に分 け て，た

だ ち に 抽出操作を行 い
， 続 い て 高速液体 ク ロ マ ト

グラ フ ィ
ー （IIPLC ） に て NE

，
　 DA ， 5−HT の 各

濃度 を測定 し た ．用 い た ラ ッ ト数 は LD
，
　 LL の 各

日齢 と も 5 〜 7 匹 で あ っ た．その 内訳 は ，
LD で は

10， 20， 30，40日の 各 日齢 と も 6 匹で あっ た ．LL

の ユ0， 20， 30， 40日 の 各 日齢 ラ ッ ト数は ， それ ぞ

れ 5 ， 7 ， 7 ， 6匹 で あ っ た ． 3部位 の 組織試料

の抽 出操 作は既 に 発表 した 方法
1ω で 行 っ た．

　 HPLC の 条件 は次の 通 りで あ る．液体ク ロ マ ト

グ ラ フ a 一用 ポ ン プ （Mode1396 −31　pulnp，
　 Labo −

ratory 　Data　Control　Co．）に 電気化学検 出器 （Bio

Analytical　System，　Inc．）を組み合わ せ て用 い た．

電気化学検出器 は炭素電極 （RE −1）を使用 した．

カ ラ ム は ，
Ultrasphere　IP （Beckman ＞を用 い

，

移動相 は0．1M 一ク エ ン 酸緩衝液 （pH 　 4．8）， 0．09

mM オ クチ ル 硫酸 ナ トリウ ム
， 8．75％ （V ／V ）メ

タ ノ ー
ル 含有 を使用 し ， 流速 1．2ml／min に て 測定

した．NE ，
　 DA ， 5−HT は ， それ ぞれ 2 ，

4 ，11分

で溶 出 した．

　統 計 学 的 処 理 は 分 散 分 析 （ANOVA ）後，

Fisher’s　PLSD 　（protected　least　significant

difference）を用 い て多重比較 を行 っ た ．　LD と LL

との比較 に は 1 ％ と 5 ％の 有意水準で 検討 した．

LD と LL の それ ぞれ の 群内で の 日齢 問の モ ノ ア

ミ ン 濃度の 比較 に は， 5 ％ の有意水準 で 各濃度の

大 き さ の 順序 を決め た．

　　　　　　　　　実験成績

　 1．Norepinephrine（NE ）

　 1）視床下部

　 日齢が 増加 す る に つ れ て ， LD ，
　 LL とも NE 濃

度 は大幅に 増加 した （表 1）．しか し ， どの 日齢で

も ， LD と LL 間の NE 濃度 に 有意差 は認 め られ

なか っ た （衷 ユ）．

　 2）脳幹

　 LD で は20日齢 と40日齢の NE 濃度 は軽度 に増

加 した が，LL で は40日齢 の NE 濃 度 の み が ，

10〜30 日齢 に 比 べ て 有意 に高値で あ っ た （表 1 ）．

LD ，　 LL 間の NE 濃度 に は 有意差 は認 め られ な

か っ た （表 1 ）．
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表 l 　Changes　wlth 　age 　in　 norepinephrine 　cGncentrations （ng ／g・wet 　tissue）in　the　three　regions 　of 　developing

　fernale　rat 　brains　under 　llght・dark　 cycles （LD ）or 　continuous 　light（LL）

Lighting　　　 Regions　of
condition 　　　　 the　brain

Days　 of 　age

10 20 30 4 

　 Order　of

concentratien

Hypothalamus 　　784 ．7十 32、3巳　 1，968．3± 35．2b　2，486．工士 ID4．3c　 2，825．8± 117 ．6「i
　　

D く b 「 e く a

LD Brain　 stem647 ．4士 38．eR　　　　778．8± 41．1b　　　 698．5：辷46 ，3c
　 　 　 　 　 　 a く bく d ．C く d

931．5± 33．8d
　 　 　 　 　 　 NS ：

avS ．　c ，bvs ．　c

Rest 　 of 　the
　 brain

322．  ＝t15 ．9a　　　　443．6± 6．Ob　　　　402．3± 12．5c
　 　 　 　 　 　 tt＜ b，C，d
442．2± 21．7d
　 　 　 　 　 　 NS ：

bvs ．　 c　 vs 、　d

Hypothalalnus　　　811．1エ 42，0a　　 l，889，3± 正13．3h　2，295，6± 123，9c　2，624．4士71，5da く b 〈 C〈 d

LL Brain　 stem721 ．4± 9，6a756 ．0：し26．5b　　　715．2±9．8e
　 　 　 　 　 　 d ＞ a，b．じ
992，3± 30，2d
　 　 　 　 　 　 NS ：

tt
　 vs．　 h

　 vs ．　 c

Rest　 of 　the

　 brain 300．7± 10，5a　　　　345．7± 13．4b　　　317．6± 9．3c
　 　 　 　 　 　 d〉 a，b，c
478．5：L41．2d
　 　 　 　 　 　 NS ；

avs ，　 b　vs ．　 c

Values　are 　the　mean ± SEM 　of 　5− 7　determinaしions，　 The　order 　Qf　concentration 　was 　determined　by　statistieal 　anarysis 　at　a

5％ Ievel　of 　significance ．　NS ：Not　significant ，

表 2　 Changes　with 　age 　in　dopamine 　concentrations （ng ／g・wet 　tissue）in　the　three 　regions 　of 　deve］opjng 　femaIe

　rat 　brains　under 　light−dark　cycles （LD ）or 　continueus 　light〔LL ）

Llghting　　　　Regions　of
condition 　　　　 the　brain

Days 　of　age

lo 20 30 40

　 Order　of

concentration

HypQthalamus 　　227，0士 25．9fl　　 241．0士 25．9b　　274．9．± 52．8c
　 　 　 　 　 　 d ＞ a、b，C
680，5± 89．6d
　 　 　 　 　 　 NS ：

avs ，　 b，　 vs ，　 c

LD Brain　 stem129 ．O± 28．5a　　　I39．8± 14．lb　　　122．9 二L9 ．4c104 ．8± 6 ．OdNS ：
avs ，　 b

　vs ．　 c
　 vs ．　 d

Rest　of 　the
　 brain 374．3± 12．5s　　　575．8±13．8b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a く b，eく ご

68L4 ± 33・8cI ・037・0± 61・2d
　 NS 、

・
v 、，c

Hypothalarnus　　275．8±38．1a　　246．5± 23．1b　　485．2土 18．Oc
　 　 　 　 　 　 u，b く 匸，ri
425．8±31．9d
　 　 　 　 　 　 NS ：

’
d
　 vs ，　 bレc　vs ．　 d

LL Brain　stem126 ．0± 12．1a　　　120．7」二12．3b　　　ll4．9± 6 ．6c　　　　 ll3．3± 3 ．9dNS ：
Hvs ．　 b

　vs ．匸vs ．　 d

Rest　 of 　the
　 　 　 　 　 　 352，5±6，9a　　　 610，9±28、6b
　 brain 689．1±22．1c　　　　993、8±28 ．8d　　　　

a く hく c く d

Values 　are 　the　mean 土 SEM   f　5− 7　determinations ，　The 　order 　ef 　concentratio ロ was 　determfned　by　statist 量cal　analysis 　at　a

5％ Ievel　of　significance ．　NS ；NQt 　significant ．

　 3）残脳

　LD で は，20〜40目齢 の NE 濃度が 10日齢に比

べ て有意 に高値で あ っ た が
，
LL で は 40日齢の み

が ユ0〜30日齢 に比 べ て 高値で あ っ た （表 1）．20日

齢 （p く 0．01）と30日齢 （p ＜ O．Ol＞で LD
，
　 LL 間

の NE 濃度に有意差が認 め られ た （表 1 ）．

　2．Dopamine （DA ）

　1）視床下部

　 LD の DA 濃度 は30日齢 まで は有意 な変化 は認

め られ なか っ たが ，
40日齢で 大幅 に増加 した （表

2 ）．LL で は，
20日齢 まで DA 濃度 は有意な変化

を示 さ なか っ たが ， 30日齢 と40日齢で 有意 に大 き

く増加 した （表 2 ）． しか し ， 30 日齢 と40 日齢 と の

間に 有意差 はな か っ た ．LD と LL 間の DA 濃 度

の 有意差 は30日齢 （p ＜ 0．01）と40日齢 （pく 0，05）

で 認め られた （表 2 ）．つ まり，LL は LD ，40日齢

で の DA 濃度 の 上 界を ， よ り早 く出現 させ た．

　2）脳幹

　LD
，
　 LI、とも10〜40日齢の DA 濃度に 日齢間の

有意差 は な か っ た ．LD ，
　 LL 間の 有意差 も認 め ら
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表 3 　Changes　with 　age 　in　serotonin 　concentrations （ng ／g・wet 　tissue）in　the　three　regions 　of　developing　female　rat
brains　under ］ight−dark　cycles 〔LD ）〔〕r　continuous 　Iight〔LL ）

Lighting 　　　 Regions 　of

condition 　　　　the　brain

Days　of　agc

10 20 30 4 

　 Order　of

Goncen しrut 三〇 n

Hypothalarnus　　　496．7Lヒ29，3a　　　892．2±62．8b　　854．8⊥ 119．7e　　　984．7⊥47．2d

LD Brain 　stem 698 ．7土 35．7a

391．1± 29．5a

1，049．8± 23 ．7b　　828 ．8± 55．3〔　　　　802．3± 18．8d

　く b．c．dNS
：

bvs ．：vs ．　d

a く じくじ
NS ：

avs ．　d ，Cvs ．　d

Rest　of 　the
　 brain 378．2± 16．4b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ti〉 a．b，じ
362 ．2± 28．7c　　　　 497．8± 62 ．4d
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NS ：

avs ．　b
　vs．　c

Hypethalamus．　　 7工2．2± 42．6a　　 700，2土25．6b
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d〉 c 〉”，b
854・4± 48・4c　 1・039・2± 33・7d　　 NS ：

evs ．　b

LL Brain　 stern
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e 　 b．：．d
1，099，9ゴ：53，4且　　　848．4± 32，5b　　782．d± 36，3c　　　　848．6± 15，7d
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NS ：

じ
vs ，　 C

　vs ．己

Rest　of 　the
　 brain 362，5±ll．5a　　　 377．2±29．1b　　　417．D−L14．6c　　　　 498．3±28，2dd

〉
’
d，b．cNS

；
avs ．　b　 vs．　 c

Values　are 　the　mean ± SEM 　of　5− 7　de仁erminations ，　The 　order 　of　concentratbn 　was 　determined　by　statistical 　analysis 　at　a

5％ level　Qf　signi 丘cance ．　 NS ： Not　s［gnificant，

れ な か っ た （表 2 ）．

　3）残脳

　LD ，
　 LL と も日齢 とと も に ほ ぼ直線的な増加 を

示 した が
，
LD

，
　 LL 問 に有意差は 認め ら れ な か っ

た （表 2＞．

　3．Serotenin（5−HT ）

　1）視床下部

　LD で は，20〜40 目齢の 5−HT 濃度が 10日齢よ り

も有意 に 高値 で あ っ た が ， 20〜40口齢間に 有意差

は認 め られ な か っ た （表 3 ）．LL で は20 日齢 まで

は 有意な変化を示 さ な か っ た が ， 30日齢 と40日齢

に か けて直線的 に増加 した （表 3）．LD
，
　 LL 間 の

5HT 濃度の 有意差 は1  日齢 （p＜ O．Ol＞と20日齢

（p ＜ 0．05）で 認 め られ た （表 3 ＞．つ ま り，
LL は

LD ， 20日齢で の5−HT 濃度 の 上昇 を，よ り早 く出

現 さ せ た．

　 2）脳幹

　LD で は ， 2  日齢 の 5−HT 濃度 は有意 に 上昇 し，

30日齢で 有意な減少 を示 したが ， 10日齢 よ りは高

値 で あっ た．40 日齢 と30日齢 との 間に有意差は認

め られ な か っ た （表 3 ）．LL で は ，10日齢 の 5−HT

濃度が ，20〜40 日齢 に比 べ て 有意 に高値 で あ っ た

が ， 20〜40日齢 聞の 5−HT 濃度 に は有意差 は認 め

ら れ な か っ た （表 3 ）．LD ，
　 LL 間の 5−HT 濃度の

有意差は 10日齢 （p 〈 0．0／） と20日齢 （p ＜ 0．01）

で 認 め られた （表 3 ）。つ ま り，LL は LD ，20日齢

で の 5・HT 濃度の 上 昇 を よ り早 く出現させ た．

　3）残脳

　LD
，
　LL と も40日齢の 5−HT 濃度が ， 10〜 30 日齢

に比 べ て有意 に上 昇 したが ， 10〜30日齢間の 5−HT

濃度に は有意差が なか っ た （表 3＞．

　LD
，
　 LL 閥の 5−IIT 濃度 に 有意 差は 認 め られ な

か っ た （表 3）．

　　　　　 　　　 考　 　案

　 日齢が 増す と とも に ，
LD で の NE 濃度 は視床

下部で大幅な増加 を示 したが ， 他の 部位で は ご く

軽度の 変化が 観察 され ただ けで あ っ た。成熟 ラ ッ

トの 脳 内 NE 濃度 は視床下部 で 最 も高 い と報 告

され て い る
m ．雌雄混合 ラ ッ トの NE 濃度の生後

増加 で も ， 14口齢以後で は視床下部 を含 む間脳で

最 も大 きか っ た と い う
12〕．我々 の 結果 は ， こ れ らの

報告 と よ く
一

致 し て い た ，前述 の Nomura 　et　aL

の 報告
12＞で は ，DA 濃度 の 生 後増 加 は大脳辺縁系

一
線条体で著明で あ っ た が ， 間脳 と脳幹で は ， 30

日齢 ，
60日齢 に な っ て も増加 は認 め ら れ な か っ た

とい う，また ， 5・HT 濃度 に つ い て 同報告は ， 間脳 ，

脳 幹 ， 大脳辺 縁系一一線 条体 で軽 度の増加が 30日齢

と 60R 齢で 認 め られ た と い う．我 々 の DA 濃度 の

生後増加 は ， 残脳 （大脳辺縁系一線条体 を含 む ）

で 最 も著明で あ っ た．また ， LD ， 40日齢 の 視床下

N 工工
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部で DA 濃度 は著明 に増加 した．前述 の 報告で は

40Ei齢 の DA 濃度 を測定 し て い な い の で 比 較 す

る こ と は で き な い が，
一

般 に こ の 時期 （LD ）の 視

床下部 と DA に 関 し て 次 の よ うに 報 告 されて い

る．雌 ラ ッ トで は21日齢以後血 Ll
．
i　PRL が増 加 を

始 め る
13 ｝

．こ の 増加 し て く る PRL が 視床下部

DA ，っ ま りtubero ・infundibular　DA （TIDA ）−

system の DA 代 謝 回転 を刺激 す る と報 告
14｝15 ）さ

れ て お り， 増加す る PRL を抑 え るた め に こ の 時

期の DA 濃度が上昇す る の は合 目的的で ある．本

実験で は，5−HT 濃度 （LD ）が視床下部 と脳幹の

20日齢で有意 に増加す る こ とを明 らか に した． こ

の 時期 は 血 中 PRL が増加す る
13 ）時期で あ り，

sero −

toninが PRL 分泌 に 関与
5）『’｝

して い る こ と とよ く

一
致 した．脳幹はす べ て の serotonln の細胞体が

集合し て い る と こ ろ で あ るが
，
LD

，
30 日齢で は ，

20日齢 よ りも5−HT 濃度 は減少 を示 した．

　LD と LL 間の モ ノ ア ミ ン 濃度の 顕著な差異 は

視床下部 の DA と 5−HT 及 び脳 幹 の 5−HT で 認 め

られ た ．LL は ，
　 LD の 20 日齢で 出現 す る 5・HT 濃

度の増加 を も っ と早期に 出現 させ た こ とにな る．

照 明条件 が ラ ッ ト脳 内 の 5−HT 濃度 に 影 響 を与

え ， 照 明 は脳内の 5−HT 濃度を増加 さ せ る
8）9）こ と

が報告 さ れ て い る．恐 らくこ の 5・IIT濃度 の 早期

の 上昇が ， 煎1中 PRL をも早期 に 増加 さ せ る の で

は な い か と推察 される．LL で は ， 5・HT 濃度 は 20

日齢か ら40日齢に か けて直線的に 増加 した． しか

し ， こ の研究で は血 中 PRL を測定 して い ない の

で ， 仮 に こ の 5−HT 濃度 の 早期 の 上昇が 血 中 PRL

の 早期 の上昇 を もた らした とすれ ば，続 い て 起 こ

る DA 濃 度 の 早 期の 増加 も ク リア カ ッ ト に 説 明

す る こ とが で きる．未熟雌 ラ ッ トを高 PRL 血症

に す る と思春期の 発来が 促進 さ れ る
16 ）17 ），ま た

，

我々 が 行 っ た飼育 条件下 で 雌 ラ ッ トの 思春期発来

は ， LL の 方が LD よ り 5 日早 くな る
1）
．しか し ，

高 PRL 血症 が 必ず し も思春期発来 を促進 しな い

との 報 告もある．戸澤
18）は ， 生後第 3週以 前に お い

て は PRL が性成熟を抑制す る作用 を もつ こ と を

報告 し て い る．さ らに ， 第 4週以降で は 高 PRL に

よる思 春期発来の 促進は認 め られ な か っ た が ， 低

PRL に よ っ て 思春期発来の 遅延 が認 め られ た こ

と か ら， ある レ ベ ル の 血 中 PRL は 円滑 な性成熟

の た め に 必要 で ある と報告 し て い る．血 中 PRL

を測定 して本 実験 を行 う と，
LL で の 思春期発来

の機序が さ らに 解明 され るの で はない か と思われ

る．今回の 実験 で は視床下部 の NE 濃度 に は LD

と LL 問で 差異 は認 め られ な か っ た が ，
　 LH −RH

の 放 出に は NE 代謝 回転 の 亢進 が 指 摘 され て お

り
3｝

， 今後検討 を要す る．

　 本 研 究 は，Counci ｝for　T （，bacco　Research　137M の 援

助 に よ り行わ れ た．
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